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研究主題

生徒 の 自己評 価活 動 を活用 した 学び方 を身 に付 けるための支援 の工 夫

～ 生徒の自己評価活動への取 り組みを通して ～

1研 究の概要 について

1主 題設定の理 由

新学習指導要領 にお ける中学校保健体育科 の目標 には、 「心 と体 を一体 として とらえ、運

動や健康 ・安全 についての理解 と運動の合理的な実践 を通 して、積極的に運動 に親 しむ資質

や能 力を育て るとともに、健康の保持増進のための実践 力の育成 と体力の向上 を図 り、明る

く豊かな生活 を営む態度 を育てる」 と記述されている。

「明 るく豊かな生活 を営む態度を育てる」学習活 動の構築 には、生徒が主体的 に自己評価

活動 に取 り組む ことが重要である と考えた。生徒が運動や健康 ・安全の課題 に直面 した とき

に、自ら考 え、 自ら判 断 して課題を解決 していくためには、主体 的に学ぶ態度の育成 が特 に

重要である。そ して、主体的 に学ぶ態度の育成 には、生徒が 自己の能力や適性、興味 ・関心

等 に応 じて運動 を選択 し、運動の特性 に応 じた学習内容 の中か ら自らの課題や 目標を設定す

る こと、その課題解 決に向けて、学習の進め方 を工夫 した り、改善 した りす る過程を繰 り返

しなが ら、学習の仕方を身に付 けていくことの2点 が必要な資質 ・能力であると考える。 こ

のような資質 ・能力を身に付 けるためには、課題解 決的な学習の展開を通 して、常 に学習活

動を振 り返 りなが ら、活動の修正や改善を的確 に行 うことのできる力が重要にな る。

そ こで、生徒が 自主的 ・主体的に課題解決的な学習活動 を展開 して いくためには、その学

習過程 の中に 「自己評価活動」 を取 り入れ ることが重要であ ると考え、「生徒の 自己評価活

動 の活用」に視点をおき、本研究 を進める こととした。

生徒は学習活動の中に自己評価 を取 り入れ ることによって、現在取 り組んで いる課題 に対

して、学習の習熟 の程度や理解 の深 さ等 を確認 しなが ら学習活動を進める ことができる。

また、 自分のよさに気付 いた り、新たな 自分 を発見 した りする ことが 自己理解 を深め、有能

感 を高めていく。それが、学習活動 に課題や 目標 を明確 にもって、意欲 的に取 り組む態度 を

育成する ことにつ なが る。

このよ うに、生徒が 自己評価 を繰 り返 しなが ら、的確 に自己を評価する能力 を培 うことは、

「生きる力」の育成 に欠 くことのできな いものであ り、 「明 る く豊かな生活 を営 む態度 を育

て る」ための極 めて重要な力であるととらえ、本研究主題 「生徒 の自己評価活動 を活用 した

学び方を身に付 けるための支援 の工夫」 を設定 した。
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2研 究の全体構想図

!研 究主題 、
1生徒の自己評価活動を活用した学び方を身に付けるための支援の工夫ltノ

研究のね らい
自ら課題 を見つけ、自己の能 力、技能等の段階に応 じた課題解決的な学習活動の中に自己評価活動
を取 り入れ、生徒が学び方を身に付けるための支援の工夫 について追求する。

◇

目指す生徒像

自ら考 え工夫す る ことによ り、運動の特性 に
触れ る楽 しさや学ぶ ことの喜びを深 く味わ う
ことのできる生徒

自己 の能力 ・適性や興 味 ・関心等 に応 じた課
題 を設定 し、その課題解決 に向けて主体的 に
学習活動が展開できる生徒

互 いに学び合 い、助 け合 いなが ら、仲間 と協
力 して課題解決を図ることのできる生徒

学習活動 を主体 的に評価 し、学習活 動を振 り
返 りなが ら、新 たな 目標や課題 を もって意欲
的に学習活動 に取 り組む ことのできる生徒

研究の仮 説
生徒が評価活動に取り組む学習計画の作成と、自己評価の観点の明確化及び学習活動

的に振 り返 り、新たな 目標や課題 をもって、意欲的に学習活動 に取 り組む学び方 を身
に付けることができる。

学び方を身に付けるための支援の工夫一 一
「 、

学習計画の作成
r、

自己評価の観点の明確化
♂「 、

振 り返 り活動

○課題を設定する際の支
援の工夫

○学習の見通しをもたせ
るための支援の工夫

㌧ 一ノ

○学習活動の展開に応じた観点表
の作成

○学習の習熟の程度等を確認する
評価カー ドの工夫

○学習状況の気付きや成果を確認
する双方向の評価カー ドの工夫

L'

○活用場面の設定

○活用方法の指導

○学習教材の工夫

、 ノ

隔____納 蝋 噸一…}一 一一触一 肉脚 ▼▼一

研究の方法 ・内容
体育分野か ら 「球技」、保健分野か ら 「心 身の機能の発達 と心 の健康」を取 り上 げ研究 を進め
る。
生徒が 自ら課題 を設定 して活動ができるために、意識や実態の調査を行い、集計結果か ら仮説
設定のための考察を行 う。
生徒自らが設定 した課題につ いて、主体的に取 り組む学び方 を身に付 けるための支援の工夫を
する。
生徒が見通 しをもって 自己評価活動の計画を作成 し、正 しく活用できる能力の育成 を支援する
自己評価 を活用 した学び方 を身に付 けるための支援を主 とした単元計画例及び学習指導計画例
を作成す る。
「球技」 と 「心身の機能 の発達 と心の健康」領域で、支援の仕方 を工夫 した実証授業を行 う。

実証授業の結果か ら学び方 を身に付 けるための支援のあ り方 を考察 し、研究の成果 と今後の課
題を明 らかにする。
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3研 究仮説の考え方

r… 　 副酬創冨ξぞ鄭 羅 謎 魯潜薩護蔓撚 倒副』… 創副1
生 涯 ス ポ ー ツへ の 資 質 ・能 力 の 向上 と 「生 き る カ」 の育 成

自己理解の床

子習計 画の作 成
○課題設定
○学習の見通 し

楽しみ方や

学習の取 り
組み方

評価の観点の明確化
○観点表の作成
○習熟の程度等を確認

す る評価カ ー ド
○双方向の評価カー ド

学習の翻

支 援

び方の内

◎運動の特性 に触れなが ら喜びや
楽 しみを味わ う

仮 説

欲の向上

振 り返 り活動
○活用場面の設定
○活用方法の指導
○学習教材

認 する 有能感や
成就感

驚1・ 続 蓼鰻 灘 欝 瑠 犠 ガら学び・自ら考え・主体的に半虞
」一 ・躍 ・卿 ・一 ・置 ・置 ・一 ・庫._.__.躍.霞.億.」r.望..r.

醒._.」 脚 」r..r.庫.響._,躍 眉_脚 躍._,躍.」
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ll研 究の 内容

1教 師の支援 と工夫

(1)学 び方 を身に付けるための学習のプロセス

生徒が 『主体 的に学習に取 り組む』 ためには、 自己 の課題 を解決するための学び方 を

生徒 自 らが身に付けることが必要である。そのためには、次 のような学習 プロセスが必

要と考 え学習活 動 と評価活 動を実践 した。

《学習のプ ロセ ス》

t

-

t

(σ 学習計画表の作成

(⑤ 学習計画に沿った活動

(⑥ 学習活動の振 り返 り

(⑦ 問題点や改善点を考える

(⑨ 新たな課題や 目標の設定

」r_く
と学習活動の進め方の理解

_r
心 に応 じた学習課題の設定 選択)(

T ○関心 ・

態度が

○思考 力

に付 く

○技能が

○知識 ・

_7
ての学習方法を考λ る

_r

-
J

=x

}

=x

}

メ

ー
J

o

一

歳

_r
た活動

.r
返 り

.r
を考える

二r
標の設定'-f

〉

○関心 ・意欲が高まる

態度が 身に付 く

○思考 力 ・判断力が身

○知識 ・理解が深 まる

(2)教 師 の支援 と工夫

本研究で は、生徒が、『主体的 に学習 に取 り組む』ため に、『生徒の 自己評価活動 を活

用 した学び方 を身に付 けるための支援 の工夫』 と主題を設定 した。

そ こで 、生徒が 自己評価活動を行 いなが ら、学習活動 を 自主的 ・主体 的 に進めてい く

ことので きる力を身 に付 けるための支援 を、以 下のよ うに3つ の視点 に分 けて考 え研究

を進めた。

1支 援1

学 習 計 画 の作 成 ⇒

自 己 評 価 の
観 点 の 明 確 化

課 を設 る 。、の の工
・自己診断カー ド、課題設定 のための補助資料

○学習 の見通 しをもたせ るための支援 の工夫
・学習計画表、見通 しをもたせ るための学習教材

学'活 の展開 に ひじた の
・評価 の観点 を生か した評価表

○学習 の習熟の程度等 を確 認す る評価 カー ドの工夫
・習熟 の状況を把握す る学習カー ド、評価カー ド

○学習状況の気付きや成果 を確認する双方向(相 互

評価)の 評価 カー ドの工夫
・相互評価 を取 り入れた学習カー ド、評価カー ド

活用場面の設

○活用方法の指導

○学習教材の工夫

・学…劣果 を上4る 面の設

・自己評価の活用方法 を身に付

けるための指導 ・助言
・評価 を的確 に行 うための学 習

教材
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(3)教 師の支援 によ り予想され る効果

自己評 価活動を支援する工夫のポイ ン ト

○生徒同士の相互評価 を積極的に取 り入れて、教師の評価 を加味 した相互評価 を行 う。

○生徒が学 習活動 を確 認 した り、自己理解 を深めるため に役立つ場面で活用す る。

効 果

○課題を設定する際の支援の工夫
・課題を設定するための補助資

料の作成や自己診断カー ド等

の工夫

。学習の見通しを_た めの⇒
支援 の工夫
・見通 しを もつため の学習計画

表 の作成や学習教材の工夫

○学習活動の展開に応 じた観点表

の作成

○辮 騨 等を確認する⇒

○学習状況の気付きや成果を確認

する双方向(相 互評価)の 評価
カー ドの工夫

○活用場面の設定
・学習効果を上げるための適切

な評価場面の設定の工夫

・讐 畿
用方法_⇒

けるための指導 ・助言の工夫

○学習教材の工夫
・振 り返 り活動 を的確 に行 うた

めの教材 の工夫

○運動 に対す る習熟 の状況 を確 認す る補助資料

の活用 によ り、 これ か ら学 習す る運動 の 目的

や課題が明確 になる。

○ 自己診断カー ドの活用 で、既 習経験 を もとに

した 自己理解 を的確 に図る ことがで きるよ う

にな る。

○ 自己の興 味 ・関心 に応 じた課題 を把握 す る こ

とで、主体 的 に学習活動 に取 り組む ことがで

きるよ うにな る。

○補助 資料 の活用 によ り、学習 内容 の理解がよ

り一層深 まるよ うになる。

○学習 の見通 しを もつ ことで、学習活 動 を効率

的 に進 め られるようになる。

○学習 の展 開に応 じた 自己評価 をす る ことで、

正確 な自己分析や 自己理解 をす ることがで き、

学習への意欲 が高 まるよ うにな る。

○習熟の程度 を確 認す る ことによ り、技能 ・知

識の習熟 の程度 が異 なった生徒へ の対応 が的

確 に図れるようになる。

○ 双方向のカー ドによ り、

① 学習のね らいや 目的 につ いて、相互 に理解

す ることがで きる。

②互 いの学び合 いを深め、 よ りよ い人間関係

をは ぐくむ ことがで きるよ うにな る。

③他者 を見 る ことで、 自己 を振 り返 ることが

できるようになる。

○活用場面の設定 によ り、

① 自己 の技能 、知識等 の理解お よび分析 をす

る ことで、 自己理解 が深 まるよ うになる。

② 自己評価の方法 を理解す る ことで 、学習 活

動 に対する 自己の意識や 目的が明確 になる。

③ 自己評価 へ の興味 ・関心 が高 ま り、意欲的

に取 り組 むことができるよ うにな る。

④常 に課題 に戻 り、課題 を見直すよ うにな る。

⑤新 たな課題 の設定 を通 して、学習の深 ま り

や広が りが期待で きるよ うにな る。

○活用方法 の指 導 によ り、 自己評価 の有効 な活

用方法 を身に付け、他 の場面で も活用 できる

ようにな る。

○学習のね らいや 目的 に応 じた教材の工夫 によ

り、 自己理解が深 ま り自己の学習状況が 的確

に把握 できるようになる。
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2学 習指導計画作成上の考え方

教 育課 程審議 会 「児童 生徒 の学習 と教 育課程 の実 施状況 の評価 の在 り方 につ いて

(答 申)」 の 「第1章 の第2節 これ か らの評価 の基 本的 な考 え方 の 『3指 導 と評価 の

一体化 』」 には次 の よ うな 一節 が あ る。 「学 校 の教 育活 動 は 、計画 、実 践 、 評価 とい

う一 連 の活動 が繰 り返 されな が ら、児 童生徒 のよ りよ い成 長 を 目指 した指導 が展 開 さ

れて い る。す なわ ち、指 導 と評価 とは別 物 ではな く、評価 の結果 によ って後 の指導 を

改 善 し、 さ らに新 しい指 導の成 果 を再 度評価す る という、指導 に生かす 評価 を充実 さ

せ る ことが重 要 で ある(い わ ゆ る指 導 と評価 の一体 化)。 評価 は、学 習 の結果 に対 し

て行 うだ けでな く、学習 指導 の過程 にお ける評価 の工夫 を一層進 め る ことが 大切 で あ

る。 また、児 童生徒 に とって 評価 は、 自 らの学習 状況 に気 付 き、 自分 を見 つめ直す き

っか け とな り、そ の 後の 学習や 発達 を促 す とい う意義 が ある。」

そ こで、本研 究 で は、次 の3点 を基 本的 な考 え方 と して学習 指導計 画 を作 成 した。

①指 導 に生 かす評価 を充 実 させ るため に、指 導 の 目的や ね らい と評価 の観点 との関連

をよ り明確 に図 る指 導計 画が 必要で あ る とい う考 え方 か ら、指 導計画 に 生徒 と教 師双

方 が行 う評価 の項 目を取 り入 れた。② 学習 指導 の過程 にお ける評価 の工夫 を一層 進 め

るため に、 学習 の過 程 の評価 を、教 師 は 「診 断的 評価 ・形成 的評価 ・総括 的評価 」 と

し、生 徒は 「は じめ の評価 ・学習 の 中で の評価 ・ま とめの評価 」 と して取 り入れ 、学

習 の各段 階 に応 じて適 切 に評価 活動 の場面 を配置 した。③ 自らの学習 状況 に気付 き 、

自分 を見つ め直す き っか け とな り、そ の後 の学習 や発達 を促 すた めに、単元 や 一単位

時間の 区切 りに、 あ らか じめ評価 活動 を計画 的 に取 り入れ た。

3学 習過程における評価カー ドの工夫

評価 カ ー ドを工夫 し、 自己評価 活動 を効 果 的 に行 うた めには、 自己評価 の観点 を明

確 化 させ る必要が あ る。 また、 生徒が絶 えず 自己の学 習 を振 り返 り、次 のステ ップの

活動へ と生かす ことが で きるよ う にす るため には、学 習 の展 開 に応 じた評価 内容 で な

けれ ばな らな い。評価 カー ドの作 成 に当た って は、単 に観点 の項 目のみ の記述 で評価

の判断 を 生徒個 人の感 覚 に任 せ るので はな く、到 達度 のわ か る内容 とす る ことが大切

で ある。そ の こ とによって 、よ り正確 に 自分 の学習 の状況 を把握す る ことがで き、学

習 に対 してよ り一層 の関心や 意欲 が高 ま り、知識 や技 能等 も身 に付 いて くる。 また 、

相互評価 を取 り入 れ 、互 いの学習 状況 を見 合 う ことで、学 び合 いが深 まる とと もに、

自己 の学習 状況 もよ り深 く振 り返 る ことがで き るよ うにな る。

さ らに、教師 は、学 習評価 の カー ドの記載事項 の分 析 を通 して 、生徒一 人一 人の心

理的な 発達 状況や 社会 的な広 が りや 深 ま り、 さ らには、教科 として の技能 的な 高ま り

等 を的確 に読 み と り、指導 ・助 言 ・励 ま し ・賞賛 等 に生か して いく ことが大 切で あ る。

この双 方 向の評価活 動(心 のキ ャ ッチボー ル)が 機能 した ときは じめて、 生徒 を伸 ば

す 評価 カー ドとな る。
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4選 択制授業(保 健分野 ・心身の機能の発達 と心の健康)
(1)意 識 ・実態調査の結果 と考察

① 目的:研 究員が所属す る各地区の各学校の教員 と生徒を対象に、保健の授業の実態及び
今後 のあ り方を調査するとともに、 自己評価活動を取 り入れた場合の効果 と課題
について把握す る。

② 対象:東 京都内公立中学校保健体育科教員62名 、生徒(第1～3学 年男女)3206名
③ 生徒対象の調査結果

ア 保健の授業 をどのような学習形態で行 ってみたいですか。

■ ①ひとり

D② グループ

團 ③一斉

「グル ー プ」で 学習 した い とい う回答 は全体 で74 .8%、

各 学年 と も70%を 越 えた。 「一斉 授 業」 を希 望 して い る
生徒 の回答 で は 、全体 で19.3%、 各 学年 と も30%以 下

で あ った 。 「ひ と り」 とい う学 習 形態 を 回答 した者 は、

全体 で5.8%で 、各学 年 と も10%以 下 の 回答 で あった 。

イ 自分で学習を評価する方法(自 己評価活動)を 取 り入れた学習をすると、
よさがあると思 いますか。(複 数回答)

■ ①臼主性・主体性が高まる

1翻②自分の日篠をもち.意欲的に学習できる

■ ③麟 ・恥 齢 つことができる

囲 ◎MAとnnし て取り帥 ことがでaる

圏 ⑤学習の仕方が工夫でaるようになる

隠 ⑥自分の勒 糟 耽 ことがでeaよ う1こなる

口 ⑦物 の縣 惜 果撚 の糊 活駄 生かすことができる

どの よ うな,

回答数が もっとも多かった
のは 「自分 の 目標 をもち、

意欲 的に学習で きる」で各
学年 とも20%近 くである。
次 に 「仲 間 と協 力 して取 り
組む ことがで きる」 「興 味
・関 心 を もつ こ とが で き

る」 「自分 の能 力や得意 な
ことがわかるよ うにな る」
という結果であった。

ウ 自己評価 の難 しい点は どんな ことですか。

■ ①篠｠p目 疑 決めること

翻 ②学獅 進肪 輯 えること

■ ③醗 がでeたか、で腕 かったか側 附 ること

各学年 とも 「学習 の進め方 を考 えるこ
と」が1番 である。次 に 「課題や 目標
を決 め るこ と」 「自分が できたか、で
きなか ったかを判断す ること」の順番
であった。

④ 教師対象の調査結果
ア 生徒が課題をもち主体的に学習を進める学習を実施するためには、どのような学習活
動が必要だと思いますか。

■ ①文献を駆 ていく輔

囲 ②インターネツトなどのコンビa一ターを活用した盟

口 ③蹴 郷の傾 醜 離 撫 り入れた学習

[=〕④ビデ塀 職 聴蝋 椛 翻 し騨 醤

躍 ⑤そ馳

「実 験 や 実 習 等 の体 験 的 な 活 動 を

取 り入 れ た学習 」 が34.5%、 「ビデ
オ等 の視聴 覚 教材 を活 用 した 学習 」
が27.7%、 「イ ンター ネ ッ ト等 の コ

ン ピ ュー タ ー を活 用 し た 学 習 」 が

24.3%、 「文献 を 調べ て い く学 習」
が12.8%で あ った 。

イ 保健の授業で生徒の自己評価活動を支援するためにはどのような資料が必要ですか。

■ ①自己の課肝 見つけるための鮒

圏 ②糟 を勘 る肋 の鮒

■ ③学舶 審腿 解鱒 跡 る麟 億 準資料

爵 ④学獅 旅 硝 え硫 めの鮒

「自己 の課題 を 見 つ け るた め の 資料 」

が も っ とも多 く44.4%で 、 「学習 の 内

容 の理解 を確 認す るた めの資 料 」が31.7
%、 「学習 を進 め る ため の資料 」 が14.3
%「 学 習 の 方法 を考 え るた め の 資料 」

が9.5%で あ った。
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ウ 生徒が 自己評価活動を活用 した学習活動を実施 した場合 に、どのような効果が期待で
きますか。

■ ①自主性・主体性が高塞る

睡1② 臼分の目標をもち、癒欲的に学習で實る

■ ③縣 ・関心をもたせることがでaる

羅 ④幅 と勘 して取り融 ことがでaる

圏 ⑤盟 の仕方肛 夫で輔 よう腕 る

[コ ⑥自己理解が深まる

「興 味 ・関 心 を も た せ る こ と

がで き る」 が27.4%「 自分の

目標 を も ち 、 意 欲 的 に学 習 で
き る」 が20.4%、 「自主性 ・主

体 性 が 高 ま る」・「仲 間 と協 力

して 取 り組 む 」 が と も に13.4
%、 「自己理 解 が深 まる」 が9.1

%、 「学 習 の仕 方 が 工夫 で き る

よ う にな る」 が8.6%、 「学 習
の 成 果 や 結 果 を 次 の 学 習 活 動

に 生か す こ とが で き る」 が7.5

%で あ った。

エ 自己評価活動を活用 した学習活動を実施 した場合、どのような課題が考え られますか。
(自 由記述式)

「課題の設定や理解 に多 くの時間を費やす」・「評価活動 に時間を多 くとられて しま

う」などの時間的な問題があるという面 と、 「評価規準を徹底する ことが難 しい」・「自
己評価がきちん とできない と取 り組む意味がなくなる」 とい う、評価の方法に関するこ
とと生徒が本 当に取 り組めるか という二っの面 に対する課題が主にあげられていた。

⑤ 考察
ア 授業の実施形態に望まれるもの

教師 も生徒 も従来の一斉授業よ りも、グループ学習を中心 とした授業形態 を望んでいる。
つま り、学習形態の主体が教師か らの知識受 け渡 しの方法よ りも、生徒 自らが仲間 との協
力で課題 を設定 し探究 してい くとい う、主体的な学習 ・協力的な学習に要望が移 ってきて
いることが推測できる。また今回の調査では、教師には一斉授業 とグループ学習 の併用 を
あげている者 もある。そ こか らは、全面的なグループ学習では、「学習 内容が確実に押 さ
え られるのか」 という学習内容の習得に不安が残る という考えが伺える。だが、今後 の授
業形態は、グループ学習 と一斉学習の両者をバランスよ く取 り入れなが らも、生徒が主体
的に学習 に取 り組む形態 にしてい くことが必要である。

イ 生徒が主体的な学習 を進めるために
調査資料 としては、イ ンターネ ットの使用が最 も多 く、体験的学習方法 として実験 ・実

習の活用が望 まれているという結果が得 られた。 とくに生徒はコンピュータの利用に大変
興味が強 い。

学習形態を生徒の主体的な活動に移 していく場合、生徒 自らが学習 の課題 を決め、計画
を立てて実践 していくことになる。それ にともない、自己の理解度 ・達成度などを的確に
評価する活動が必要 となる。 しか しなが ら、自己評価活動 を取 り入れた授業は、ほとん ど
実施 されていないのが現状である。

ウ 自己評価活動を取 り入れた授業の実施にあたって
教師も生徒 も自己評価活動を取 り入れた授業の実施にあたっては、 アンケー ト項 目にあ

る 「興味 ・関心 をもたせる ことができる」「自分 に目標を もち、意欲的 に学習できる」
「自主性 ・主体性が高 まる」 「仲間 と協力して取 り組む」などに多 くの回答が集まった。

自己評価活動 を取 り入れた授業への効果や期待は、教師 も生徒 も大 きな ものがあると思わ
れる。

工 自己評価活動の実施上の課題 について

教師 はアンケー ト項 目の 「課題の設定や理解 に多 くの時間 を費やす」 「評価活動 に時 間
を多 くとられて しまう」「評価規準を徹底す ることが難 しい」な どに課題があるとしてい
る。また、生徒は、「学習 の進め方がわ か らない」 「課題や 目標 を決める方法がわか らな
い」 という項 目に回答が多かった。これ らの課題 を解決す るため、明確な評価項 目の設定

や活用方法等を確立し、学習活動が円滑 に進むための支援 を行 うことが必要である。

オ まとめ
今後、よりよい保健の授業 を構築 して いくにあた り、今回の調査結果か ら、 自己評価活

動を取 り入れたグループ学習 という授業形態が、最 も要望 されていることが明 らかになっ
た。そ の実現のためには、資料の効果 的な利用方法や 自己評価の項 目の明確化 と活用方法、
時間的配分等 、さまざまな場面での教師の適切な支援の工夫が必要であり、指摘 された課
題 を克服 していく必要がある。
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(2)保 健 の 単 元 計 画 例 実 証 授 業1(第1学 年 対 象16時 間 扱 い)
単元計画例作成の考え方OO
課題解決に向けた自己評価活動の充実を図るため、評価の観点を明確にし、自己訴価の方法と活用の仕方を指導して、生徒が学習活動を主体的に振り返ることができる。

② 単元名 「心身の機能の発達と心の健康」③ 学習
のね らい

○心身の機能は生活経験 ・隼齢などの影響を受けながら発達し、身体と精神は互いに密接な関係があることを理解することができる,
○心の健康を保つためには心身の調和を保つことが大切であることを理解することができる。
○学習活動の中に自己評価を取り入れることで、生後が自己を振 り返りなが ら学習を進めることができる。

段

階

学

留

i

学

冒

時

数

i

a

3

4

5

fi

7

ね

ら

い

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ

ヨ
ン

課
題
設
定

・
学
習
計
画
作
成

調

べ

学

習

振

リ

生 徒 の 学 習 内 容 教 師 の 指 導 内 容

学習活動
騨価の観嵐の明確化への支援と工夫

生佳の拝価活動 学■敦財 敦師の陥 活動

これから取り組む保健の内容と学習
活動に対する興味、関心を高めると
ともに、基礎知識を確認する

O保 健学習に対する知識の確認をす
る.

O学 習 の進め方 について理解 する。

○評価活動について理解する.

自己の興味・関心・知識を把握し課題
設定に向けて学習計画を作成する

○課題 設定 を行 う。

O学 習グルー プの編成を行 う。

○学習計画を作成する。

課題解決に向けての調査活動で集
めた情報を整理しまとめる

O調 査活動と調査内容の整理を行う。

学習活動を振り返 り、より深まり
のある内容になるよう学習計画を
見直す

○学習活動を見直す。
○学習活動の中間発表を行う。

これから学習する内容の準備状況を
把擬する

bO
b

一
学習準備状況の把握

〔関心 ・意欲 ・態度〕

O心 身の機能 の発達 と心 の健康 につ いて興味・関心 をもち学 習に取 り組もうと している.
〔知識 ・理解 〕
O心 身の機 能の発達 と心 の健康 につ いての内容と学習の進め方 を理解 して いる.

個人.グ ループに応 じた課題の設定と
学習計画を作成する

罰 な鵡 を見つける

ために・学召計i表

オリエンテーション

か ド

適切な課題の設定と学習計画の作成

〔関心 ・意欲 ・態度 〕

O心 身の機能の発達と心 の健康 の学習について仲間 と協力 して取 り組 もうと している。
〔思考 ・判断〕
O心 身 の機能 の発達と心の健康 につ いて 、 自分の知識や経 験及び興味 ・関心 に基づ いて 課題を

0課 題解決に向けた学習計画を立てることができる。

i 掌1置の中での響引圃

学習計画を基に積極的に仲間とふれ
合いながら情報の収集と整理をする

L

「 画
一

仲間と協力した学習活動の展開

〔関 心 ・意欲 ・態 度〕

O自 己の課題解 決に向けて、主体的に調査活動に取 り組 もうとして いる。
Oグ ルー プにお ける自分の役割を 自覚 して、仲 間の意見や考 えを聞いた り、資料を活用 した

りしなが ら話 し合いに参加 しようと している。

O調 べた内容を整理して自分の意見を発表 しよ うとして いる。
〔思考 ・判断〕

O資 料や知識を もとに予想 したn.整 理 した りして傾向や原則等 を見 つけることができる.

〔知識 ・理解〕
○友達 の発 表や 自己の学習活動 を通 して、心身の機能 の発達 と心の健康 についての知識 を身

に付けている。

評緬資伺 学習計画作成への支援と振り返り活動への支援の工夫

鱈 ノート

評価カー

ド

学習ノート

謬価か
ド

学習ノート

グw一
プ か

評価カー

ド

学習の
見通し

活用方法
の指導

課題設定

学習の
見通し

学習の
見通 し

活用方法
の指導

課題設定

○学習活動の進め方や学習方法について、見通
しをもって意欲的に取 り組めるように学習教
材を活用し,生 徒の学習意欲を高める。

○生徒の振り返りを明確にし、次回の活動に生
かせる自己評価への取り組み方法と活用の仕
方を説明する。

○学習資料を学習計画に照らし合わせ活用させ
る。

○自己の学習の準備状況を確認させる。

○ 自己の興 味 ・関心 ・知識に応 じた課題設定が
で きるように資 料を活用させ る。

○グループや自己の力を的確に把握して課題解
決学習ができるように学習資料を活用させる。

○自己の学習準備の状況の確認が的確にできる
ように学習資料を活用させる。

○課題設定 のね らいを明確に し、 自己の学習計
画作成 に向けて 、調ぺる方法等を助言す る。

○個 人や グルー プの課題 を解 決するための学習
方法 の進 め方 につ いて、グルー プごとに説明

す る。

○学習 の状況 を的確 に振 り返 られ るように、 自
己評価 カー ドの活用について説 明する。

○新たな疑問、調査内容の解決に向けての目標
の設定や学習計画の作成において、仲間と協

力したり学習資料を活用したりすることに気
付かせる。



o

=
■

II

ま

と

め

8

9

10

ii

12

13

is

15

16

返

リ

調

べ

学
習

檬

リ

返

リ

学

習

成

果

の

発

表

補

充

と

ま

と

め

評 価
調査活動の結果を自己評価 ・相亙評価

する

課題解決に向けての調査活動で集
めた情報を整理しまとめる

○調査活動と調査内容の整理を行う。

学習活動を振り返り、より深まり
のある内容になるよう学習計画を
見直す

○学習活動を見直す。
・ 評 価.

新たな学習計画や学習の深まりを
自己評価 ・相互評価するL」

学習内容をまとめ、その成果を発
表するとともに、互いの学習内容
を学び合う

○発表準備(整 理 とまとめ)を 行 う。

○ グループ発表 を行 う。

〔

○発表内容 をまとめる。
・ 評 価

発表の内喜を相互評価する

学習内容の理解をより深めるとと
もに知識として身に付ける

○学習内容について補充学習を行う。

○学習活動のま とめ を行 う。

○確 認のテス ト

評 価
学冒の成果を自己評価 ・相互評価
する

i 掌響の中での騨価 i i
F

相互評価

学習計画を基に調べ方を工夫しなが
ら積極的に取り組んでいる

ノ

圓 仲間と協力した学習活動の展開と学習内
容の整理

L '

〔関心 ・意欲 ・態度 〕

O自 己の課題解 決に向けて、主体 的に調査 活動に取 り組 もうとして いる。
Oグ ルー プにお ける自分の役割 を自覚 して、仲 間の意見や考 えを聞 いた り、資料 を活用 した

りしな がら話 し合 いに参加 しようとしている。

〔思考 ・判 断〕

O資 料や知識 をもとに予想 した り、整理 した りして傾向や原則等 を見つ けることがで きる。
O学 習 した ことを 日常 生活 に当てはめて.健 康 についての適切な行動 を判断 し、選択す るこ

とがで きる。

〔知識 ・理解〕
○心 身の機能の発達 と心 の健康 について の知識 を身に付けて いる。

〔各グループの内容をまとめ評価す・ 〕

AAFWF表

発表会蛋り返り表 適切な発表内容と学習内容の理解

〔関心 ・意欲 ・態度〕
O発 表 にむ けて.分 か りやす い資料 を作成 しようとしている。

O集 めた資料 を活用 し、 グルー プの まとめの活動 に意欲 的に取 り組 もうとしている。
〔思考 ・判断〕

0発 表の内容 を自己の生活に 当てはめて、適切な行動 を判 断することができる。
〔知識 ・理解〕

○各 グループの発表 を聞いて、内容 を理解 して いる。

i まとめの艀価 i i 総括飼癖価 曜

学習内容の確認を通して、正 しい
知識を身に付けるとともに日常生
活に生かすことができる。

画 学習内容の理解と態度の育成

〔関心 ・意欲 ・態度〕
○ 学習活動を通 じて次回への意欲を もと うとして いる。

〔思考 ・判断〕
O学 習 した ことを 日常生活において生かす ことができ る。

〔知識 ・理解〕
0心 身の機能の発達と心の健康についての知識 を身に付 けて いる。

鯛 ノート

ル

か

ク

フ

ト

評価ガ
ド

学習ノート

O

曽

ル

カ

カ
ノ
フ

ト

評価カー

ド

双方向の
評価かド
の工夫

学習の
見通し

活用方法
の指導

学習の
見通し

双方向の
評価かド
の工夫

学習の
見通 し

活用方法
の指導

双方向の
評価かド
の工夫

活用方法
の指導

活用方法
の指導

双 方向の
評価カード

の工夫

○課題の設定や学習計画の作成において、仲間
と協力することを気付かせる。

○グループや自己の力を的確に把握して課題解
決学習ができるように、学習資料を活用させ
る。

○ 学習の状況 を適切 に振 り返 られるよ うに、 自
己評価 カー ドの活用 方法について助言する。

○個人やグループの課題を解決するための学習
方法の進め方について、グループごとに説明
する。

○課題の設定や学習計画の作成において、仲間
と協力することに気付かせる。

○調べた内容を適切に伝えられるよう発表方法
を工夫させる。

○伝える内容の整理とまとめ、発表の方法等、
相手にわかりやすい内容となるように助言す
る。

○発表内容 をまとめ、 自己の知識 として 身に付
けられ るように、資料 を活用 させ る。

○学習 カー ドを活用 して、学習 に対 する互いの

取 り組みの様子 を振 り返 らせ る.

○学 習内容の理解 を深めるため に、全体 でま と
めを行 う。

○学習活動を確認し、次回への意欲をもたせる
とともに今後の課題を確認するよう評価資料
を活用させる。

○学習 カー ドのま とめ を通 して、活動 を振 り返
り、自己の変 容に気付いた り学習 に対す る成

就感 をもてるよ うにする。 ・

○学習 カー ドを活用 して、学習 に対す る互 いの
取 り組 みの様 子を振 り返 らせ る。
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(3)保 健 の 学 習 指 導 計 画 例(16時 間 中 の7時 間 目)

① 学習のねらい○自
己の課題を解決するために学習活動を振り返 り、新たな課題や 目標をもつことができる。

○班として学習状況を把握 し、更に学習を振り返るとともに、申間発表を通して、新たな課題や目標をもつことができる。
○次時の授業に向けて意欲をもち、より深まりのある学習活動ができる。

段
階

は

じ

め

な

か

ま

と

め

学
習
形
態

共
通
学
習
1

個
別

学
習

1

・
グ

ル

ー
プ

学
習

共
通
学
習
皿

共
通
学
習
皿

生 徒 の 学 習 内 容 教 師 の 指 導 内 容

学習活動
評価の観点の明確化への支援と工夫

生徒の評値活動 学習教材 教節の評価活動

本時の学習について理解する

○学習の進め方について理解する。

○学習活動を振り返ることの意義を知 り、課題
を確認する。

身房穿醗器裂 溜色繭 からの学
○ これまでの学習計画を振 り返 り、課題解決に

向けての取り組みについて再確認をする。

○学習計画の修正及び新たに取 り組む課題や 目
標を設定する。

○学習カー ドや学習 に対する自己の疑問をもと
に学習の目標や進め方を設定する。

グループでの学習活動を振 リ返り、進行状
況を発表する(相 互評価)

○個人の学習状況を参考に、グループとしての
学習活動を振り返る。

○今までのグループ学習の状況を発表する。

本時の学習を振 り返 り、次時の課題をもつ

○学習活動を振 り返り.次 の学習活動に向けて、
目標を明確にし、計画を立てる。

本時の学習を梅 リ返る(自 己評価)

はじめの評価

本時の流れをつかむ

学習資料
Nob

学習計画表

診断的呼価

本時の流れの理解

〔関心 ・意欲 ・態度〕
○本時の流れをつかみ、進んで学習に取 り組もうとしている。
〔知識 ・理解〕
○学習の進め方を理解 している。○学習活動を振

り返ることの意味を理解 している。

学醤の中での評個

これまでの学習活動を振 り返 り、新た
な目標や課題、進め方を考える

学習資料
Nob

学習計画表

形成的評価

欝 動の振り返りと学習の進め方の〕

〔関心 ・意欲 ・態度〕
○学習活動に対して意欲的に振 り返 り、更に深 く追求 しようとしている。〔
思考 ・判断〕
○自己の学習活動を振り返 り、改善点を見つけ、改善策を考えることができる。○自分

の学習した ことをわか りやすくまとめることができる。
○グループの学習状況をわか りやすくまとめ説明できる。
〔知識 ・理解〕
○振 り返 り活動の意味を理解して、適切に取り組んでいる。○他

のグループの学習の内容を理解 し、それを自己のグループに取 り入れ、学習活動に生か し
ている。

○発表を通 して、自分の調ぺた内容について理解を深めている。

○相互評価 互いに進行状況を確かめ合い、学習方法などについて助言を行う。

まとめの評価

学習活動を振 り返り、新たな課題や 目
標を設定する

学 習資料
No7-7
振り返り

用紙

総括的評価

「

L

本時の学習活動の振り返 りと次時の
課題の明確化

「

ノ

〔関心 ・意欲 ・態度〕
○これまでの学習 について、意欲的に振 り返 り、学習目標や学習計画を立てようとしている。
○次時の授業に向けて意欲を新たにし、取り組 もうとしている。
〔思考 ・判断〕
○自己の学習活動 を振 り返 り。問題点を発見 し,そ の改善 を図ることができる。
○今までの学習活動か ら、健康について身に付けた知識を日常生活の中で生かすことができる。〔知識

・理解〕

○振り返 り活動の意味を理解 して、適切に取 り組んでいる。

湘資"

学 習

ノート

評価
カード

学 習

ノート

評価
カード

学習計画作成への支援 と振 り返 り活動への支援の工夫

学習の
見通 し

活用方法
の指導

学習の
見通し

活用場面
の設定

活用方法
の指導

活用場面
の設定

活用方法
の指導

学習の
見通 し

活用場面
の設定

O学 習活動の進め方や学習方法について、
見通 しをもって意欲的に取り組めるよう
に、学習資料や教材を活用 し、生徒の学
習意欲を高める。

○学習資料 を使い、生徒の振 り返りを明確
にし、次回の活動に生かせ る自己評価の
取 り組み方と活用の仕方を説明する。

○学習資料 を活用 して、本時の学習内容の
確認が的確にできるようにする。

○課題解決 に向けて調査 ・研究 ・内容 ・方
法が適切であるかを、学習資料 を使用 し
て考えさせる。

○新たな目標 ・課題及び学習計画 を作成す
るために、学習資料 を参考にす るよう伝
える。

○新たな疑問や調査内容の解決に向けての
目標設定や学習計画の作成において、仲
間 と協力 した り学習資料 を活用すること
に気付かせる。

Oつ まずいて いる生徒には、教科書や学習
資料を使い、課題の設定や調べ方 を振 り返

らせる。

O学 習資料や友人からの評価や助言を、今
後の調査 ・研究 に生かせるように声がけ
をする。

O評 価 カー ドを使 って 、 自己 の 授業 の取 り
組 みにつ いて 振 り返 らせ る。

○新たな課題や 目標を設定できたかを確認
させる。

O新 たな課題や 目標が、次時の授業の意欲
につながることを伝える。

O新 たな興味 ・関心 ・知識に応 じた課題設
定ができ、次時への意欲 をもたせるよう
に評価資料を活用させる。

② 本時の評価
○今までの学習活動を振り返 り、学習計画を見直す ことができたか。
○仲間と協力をして学習状況を振 り返り、自己の課題解決に向けて工夫 ・改善を図ることができたか。
○次時の授業に向けて、自己の課題や調べる内容を明確にすることができたか。



(4>学 習資料例
○学習計画表(振 り返 りの場面を学習計画

表 に取 り入れた もの、5～10時 間 目)
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(5)実 証授業のまとめ と考察(○ は成果、●は課題)

① 結 果

学習計画作成の支援 自己評価の観点の明確化 振 り返 り活動への支援

学習計画表(学習記録) 前 回の 自己評価カードの確認 前回の授業の振り返り
は の確認 ○前回の 自己評価 カー ドを確 ○前回の授業を振 り返る
じ ○学習計画表(学 習の記 認する ことで、本時の 自分 ことで 、 自分 の学習状
め 録)を 確認する ことで、 の学習状況の確認ができた。 況 や課題 を再確 認 し、

本時の学習内容を理解 新たな学習方法 を考え
す ることがで きた。 る こ とにつ な が った 。

資料活用への支援 中間発表の実施 学習(調 査)内 容 の
○調査方法としてインタ ○自分達の調査結果を報告し 振り返り

一ネ ッ トや文献 の活用
た り、他の グルー プの調査 ○ 自分の学習状況 を発表

や実験 を取 り入れ るこ 結果 を聞いた りす ることで、 す る場 を もつ ことで 、
とで、次の課題が明確 自己の学習方法や進行の状 学 習 に対 す る興 味 ・関
にな り、新 たな課題の 況を確実に把握することが 心が高まり学習意欲 の
発見が行えた。 で きた。 向 上が 図 られ 、活動 が

な 進行状況の把握 ○新たな課題の発見や学習方 活 性化 した 。
○グループごとの進行状 法 の確立 に役立たせ ること ○仲 間 の評価 、助 言が 自

況 を確認 し、適切な ア が で き た。 分の学習状況の補充等
ドバイスを与 える こと 相互評価カードの確認 と利用 に有効で あった。
で学習の計画がステ ッ ○相互評価カー ドによ り他者 個人の学習内容への
プ ア ッ プ した。 か ら評価 を得る ことで、 自 振り返り

か 発表の場の設定 分の学習状況等をより明確 ○調査につまずいた生徒
○学習の成果を発表する に把握す ることがで きた。 に適切な助言を与える

場を設 ける ことで、学 自己評価カード ことで、学習 の進 め方

習に対する成就感を得 ● 自己評価カー ドの内容 を整 を見 直 し、 自分の学 習
る こと につ なが った 。 理 し、 わか りやす いカ ー ド 目標や課題に適 した学

時聞の確保 の工夫を通 して、活用の効 習が行われるようにな
●十分な学習活動の時間 率化 を図る。 っ た 。

を確保するため に、調
べ学習に取 り組む時間

と評価に取り組む時間
との配分を検討す る。

学習計画表への本授業 本時の自己評価への支援 前回の学習との比較
の学習内容の記入 ○教師から生徒の学習状況の ○前回 と今回の学習状況

○学習した内容を計画表 さまざまな様子(よ い点 ・ を振 り返 り、比較す る
ま に記録する ことで、学 見直す等)を 示す ことで、 ことで、 自己 の学習 の

習内容の確認と新たな 自分の学習状況を再確認し 問題点や改善 された点
と 課題の設定に役立てる 自己評価を行う際の参考と な どを確 認す る こ とが

ことが で きた 。 な った。 で きた。そ の ことを通
め ○ 自己評価 を行 うことで、 自 して 、学習 の広 が りや

分の学習状況を点検するこ 深 ま りに応 じた内容 を
とが で きた 。 設定することができた。

○次回の学習への意欲付けに
な った。

② 考 察
○学習計画や 自己評価活動 を行 うことによ り、生徒 は意欲的に学習するようになった。
○学習計画表 に、毎時 の振 り返 り場面を設定する ことで、生徒が課題解決 に向けて の見

通 しをもつ ことがで き、次 回の授業に意欲的 に臨む姿勢が見 られた。

○学習 の流れを明確 にした学習 計画表や 、学習状況 に応 じた 自己評価 カー ドを活用す る
ことで、生徒一 人一人の学習状況や興味 ・関心 ・意欲な どの変化を的確 にとらえるこ

とがで きた。そ の ことによ り生徒 に適切な支援 を与える ことができた。

○学習活動の中に計画的 に自己評価活動 の場面を設定 した支援 を行った結果、生徒の学
習意欲 を更 に喚起 させる ことにつなが った。

●一時間の中で調べ活動 と評価活動に取 り組むための時間配分等 に工夫が必要である。
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5選 択制擾業(体 育分野 ・球技)

(1)意 識 ・実態調査の結果 と考察

① 目的:研 究員が所属す る各地区の各学校 と教員 と生徒を対象に、体育の授業の実態及び今後のあ り

方を調査する とともに、 自己評価活動を取 り入れた場合の効果 と課題について把握す る。

② 対象:東 京都内公立 中学校保健体育科教員67名 、生徒(第1～3学 年男女)2520名

③ 生徒対象の調査結果

ア 球技 の授業を男女共習で実施す る際のよい点はどのようなことですか。

■ ①互いに思いやれる

ri② 蹄 が伸びる

■ ③協力態勢ができる

0④ 触 がお互いに囎 できる

回答数が最も多かったのは 「協力態勢がで

きる」である。次に 「男女がお互いに理解でき

る」「互いに思いやれる」「技能が伸びる」とい

う結果であった。

イ 自分たちで体育の学習を進めるためにどのような学習教材が必要ですか。

■ ①見本のビデオ

幽 ②自分のプレーをみて研究する

■ ③学翫 瀞 記入されたカード

睡 ④帥 の勧 猟 断できる鮒

團 ⑤学習ノート

「見本のビデオ」の必要性が最も多く、次に

「自分の能力が判断できる教材」「自分のプレ

ーを見て研究する」「学習方法が記入されたカ

ー ド」「学習ノー ト」の順であった。

ウ 体育の学習 を行な うとき、 自己評価 をす ることによ りどのよ うな効果がある と考 え られ ますか。

■ ①運動に賦 ・恥 軸 って取欄 める

翻 ②課題をもって意欲的に学習できるようになる

■ ③運賊 進めるにあたり糟 緬 粒 てられるよう肱 る

口 ④練習方法やルール等を工夫で音るようになる

■ ⑤自ら儲 の物 蒲 うことができるよう1二なる

[蓼 ⑥自分の学習を振り返り.次の課題を操せるようになる

「運動に興味 ・関心 をも

って取 り組めるjと 回答

した者が37.4%で 、「課題

をもって意欲的に学習で

きるようになる」と回答

した者が20.2%で あった。
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エ どのような資料があれば自己評価が実施 しやすいですか。

■ ①自己の課題を見つけるための資料

薩麺 ②学習を進めるための資料

■ ③学習内容の理解を確認するための資料

醒 ④学習の方凝 考えるための鮒

圏 ⑤その他

「自己の課題を見つけるための資

料」が最も必要性の高い資料で、次

に 「学習の内容の理解を確認するた

めの資料」「学習を進めるための資

料」 「学習の方法 を考えるための資

料」の順であった。

④ 教師対象の調査結果

ア 生徒の自己評価を取 り入れた授業を実施していますか。

■ ①はい

睡 ②いいえ

「はい」 と答えた学校が55.6%で 「いいえ」 と答えた学校 が44.4

%で あった。

イ 「実施 している」と答えた学校では自己評価 をどのよ うな形で実施 していますか。

■ ①学習カードを使い、記号での選択式

薩圏②学習カードを使い、文章による記述式

■ ③学習カー ドの文章記述と選択の併用

團 ④視麟 機器の利用

圃 ⑤その他

「学習カードの文章記述と選択

の併用」が最も多く、次に 「学習

カー ドを使い、記号での選択式」

「学習カー ドを使い、文章による

記述式」「視聴覚機器の利用」の

順であった。

ウ 体育の授業で、生徒が 自己評価活動 を実施す る上での課題は どのよ うな ことですか。

■ ①醐 な悶 撒 定で醜 い

圏 ②学冒の進め方がわからない

■ ③隅べ方がわからない

[=]④ 自己の学盟の結果を正しく解価できない

團 ⑤学習の成渠や結果を次の学習活動に生かすことができない

醗 ⑥その他

「適切な課題が設定できない」

が48.1%、 「自己の学習の結果を

正 しく評価できない」が21.2%

「調べ方がわか らない」が13.5

%「 学習の進め方がわからない」

がll.5%「 学習の成果や結果を次

の学習活動に生かすことができな

い」が3.8%で あった。
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工 体育の授業で、生徒の自己評価活動を支援するためには、どのような資料が必要ですか。

■ ①自己の課題を見つけるための資料

騒 ②学習を進めるための資料

■ ③学習内容の理解を確認するための基準資料

11④ 糟 の方瀧 考えるための麟

團 ⑤その他

「自己 の課 題 を見 つ け るた め の資

料」が47.5%、 「学習内容の理解 を確認

す るための基準資料」が24.6%、 「学習

の方法 を考 えるための資料」が14.8%、

「学習 を進 め るため の資料」が11.5%

であった。

オ 自己評価 を取 り入れた授業 を実施 し、生徒 にどのような変化が見 られましたか。

■ ①意欲的に擾業に取り組むようになった

1翻 ②互いに協力して授業に取 り組むようになった

■ ③自己の勧 をよくDし て闘 に取蝿 むようになった

[コ ④計酉的に練習するようになった

幽 ⑤安全に留慧して運動するようになった

闘 ⑥練習方法を工夫するようになった

口 ⑦自ら課題を設定するようになった

■ ⑧その他

「意欲 的 に授業 に取 り組 む よ うに

なった」が27%、 「練習方法 を工夫す

るよ うになった」が17.8%、 「互いに

協 力 して授業 に取 り組 むよ うになっ

た」が15.8%、 「自己 の能 力をよく把

握 して 課 題 に取 り組 む よ う にな っ

た」が15.1%。 であった。

⑤ 考察

ア 授業の実施形態 に望 まれるもの

今後ます ます男女共習、選択制授業が推進 されて いくもの と考え られ るが、現在 のところその実施

率は十分に高まっていない。 まず は、実施す ることが必要だ と思われる。授業形態 も教師主導型か ら、

生徒が 自ら仲間と協力 して練習やルール を工夫する主体的、協力的な学習を積極的に取 り入れていく

ことが大切であると考える。

イ 生徒が主体的な学習を進めるために

生徒は 「見本のビデオ」 を必要 としてお り、生徒の能力にあった適 切な ビデオを活用する ことで、

練習方法や技能のポ イン トが分か り主体的な学習活動が促進 され る。さらに、「自分 の能 力を判断で

きる教材」 も揃 えば、よ り効果的である。

ウ 自己評価活動 を取 り入れた授業の実施にあたって

生徒が 自己評価や相互評価 に取 り組むことによ り、多面的 に自分を振 り返るようにな り、 自分の能

力を的確に把握す ることがで きるようになる。 さらに、課題 に対する興味 ・関心 も高ま り意欲的に取

り組むよ うになる。教師は生徒の学習活動がよ り効果的にな るように、生徒が課題 を見つけるための

資料や学習成果 を確 認す るための学習資料等に工夫を加えなければな らない。

工 自己評価活動の実施上の課題 にっいて

教師は生徒が 自己評価活動を行 うことによ り、「意欲的 に取 り組むようになった」 と認めるものの、

「適切な課題が設定で きない」 「自己の学習を正 しく評価で きない」な どの課題か ら実施で きていな

いのが現状である。 これ らの課題 を解決するため、明確 な評価項 目の設定や活用方法等を確立 し、学

習活動が円滑に進むための支援を行 うことが必要である。

オ まとめ

生徒が 自主的 ・主体 的に授業を行 うためには、 自分の学習状況 を確認する自己評価活動は重要であ

る と考え られる。教師は自己評価カー ドの評価項 目を具体的で、わか りやす い内容 にするように工夫

し、生徒が評価計画 を取 り入れた学習計画に基づいて、主体的に学習に取 り組めるようにす ることが

大 切である。さ らに、教師は学習 内容や生徒の習熟の状況 に応 じて、授業形態 を工夫 してい くことが

必要である。

17
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(2)球 技 の 単 元 計 画 例 実 証 授 業2(第1学 年 対 象 男 女 共 習13時 間 扱 い)
① 単元計画例作成の考え方
○課題解決に向けた自己評価活動の充実を図るため、評価の観点を明確にし、自己評価の方法と活用の仕方を指導 して、生徒が学習活動を主体的に振 り返ることができる。

83
単元名 「球技(バ レーボール、バスケットボールより1種 目選択)」
学習のねらい

○ 自己の能力やチームの力を把握 して課題を設定するとともに、ゲームを通して課題解決を図ることができる。
○ゲームを通 して技能の向上を図るとともに、練習の仕方やルール及びゲームの仕方を工夫することができる。
○学習活動の中に自己評価 を取 り入れることで、生徒が 自己を振り返りながら学習を進めることができる。

生 徒 の 学 習 内 容 教 師 の 指 導 内 容
段 時 や

b 評価の観点の明確化への支援と工夫
学習計画作成への支援と振り返り活動への支援の工夫階 数 い 学習活動 評価資料

生徒の評価活勤 学習教材 教師の評価活動

学習 学習の ○学習活動の進め方や学習方法について、見通 しを
i これか ら取 り組む運動の特性と学習 はじめの評価 学習 ノー ト

1診 断的評価
た ト 見通し もって意欲的に取り組めるように学習教材を活用

し、生徒の学習意欲を高める。オ 活動についての理解を通 して、学習 ビデオ
リ 活動に対する興味 ・関心 を高める '「
工 学習の進め方を理解する 〔 学習活動の理解 〕㌧' 評価 ○自己の能力の把握 を通 して課題を設定 し、その解ン ○学習の進め方について理解する。

カード 決方法を見つけていくよう説明する。テ ○ バ レー ボー ル 、バ スケ ッ トボ ール __

1 の運動とその特性について理解 を 〔関心 ・意欲 ・態度 〕
2 シ 深 める。 Oこ れから学習する運動への理解を深め、楽 しさや喜びが味わえるように進んで取り組

ヨ も うと して いる。 活用方法 ○ 自己評 価 を活用 して 、生徒 の振 り返 りを明確 に し、
ン 〔知識 ・理解 〕 の指導 次回の活動に生かすよう説明する。

○バレーボール、バスケットボールの運動特性や学習の進め方を理解 している。㌧'
学習 学習の ○自己の興味 ・関心に応 じた種目選択ができるよう選

択
す

体験ゲームを通 して、学習する運動
種目に対する自己の準備状況を確認 〔学習・対す・準備状況・確認・て・る〕匿 ヨ]〔

学習準鰍 況の把握 〕 ノート 見通 し に 、体 験ゲ ー ムの 目的 を意識付 け る。

課題設定 ○ 自己の学習準備状況や運動種目に適 した課題を設3 る するとともに種 目選択につなげる ρ 「

定す るた め に,資 料 を活 用す るよ う助言す る。学 運
動 0バ レー ボー ル 、バ ス ケ ッ トボ ール

〔関心 ・意欲 ・態度〕
○体験ゲームを通 して、学習に対する興味 ・関心をもち意欲的に学習活動に取 り組もう

体 の2種 目のゲ ーム を体 験 する。 と して いる。 評価 活用方法 ○ チ ェ ックカー ドを活用 して 自己 の興 味 ・関心 を確

験 ○体験 した種 目に対する自己の学習 〔思考 ・判 断〕 カード の指導 認するとともに、体験ゲームを通して学習の準備
習 . の準備状況を確認する。 ○学習の準備状況や興味 ・関心か ら自己に適 した運動種目を選択している。 を把握 し、運動種目を選択するよう助言する。

課 ○運動を選択する。 O今 もっている力を適切に把握し、技能の習熟に応 じた課題を設定 している。
題 ○学習課題の設定及び学習計画を作 〔技 能〕 ○体験ゲーム後の自己の学習準備状況の確認を適切
設 成す る。 ○今もっている技能を発揮してゲームを行うことができる。 に行うために、自己評価カー ドの活用方法につい

㌧ 」 て説 明する 。1 定

r r「 学習 ○ チェ ックカ ー ドを活用 す るこ とによ り、習熟 度が

適切 なチ ーム を編 成 し、試 しのゲ ー チームの力に応じた課題の設定と学習 学 習 ノー ト 適切な課題の設定と学習計画の作成 ノート の指導 均等なチーム編成を行えることに気付かせる。
チ ムを通してチームの力に応 じた課題 計画を作成している 実 技 ノー ト

」 ㌧ 」1 の設定と学習計画を作成する ビデオ ○試 しのゲームを通 して、チームや個人の力が把握
できるように助言する。ム

の ○ チー ム編成 を行 う。 '「
4 力 〔関 心 ・意 欲 ・態 度〕 チーム 場面の ○自己評価カー ドを活用 して、学習の状況を適切に

の ○試 しのゲ ー ム を行 い、 チー ムの 力 ○チームにおける自己の役割を自覚して、試 しのゲームやチームの課題及び練習計画の作 かド 活用 振 り返れるように声がけをする。
把 を把握 す る。 成に積極的に取り組 もうとしている。
握 〔思 考 ・判断〕 評価 課題設定 ○チームや自己の力を適切に把握 して課題が設定で
と ○チーム課題の設定と学習計画を作 ○チームが今もっている力を的確に把握 し、技能の習熟に応じた課題や学習計画 を立てて カード きるように、学習資料 を活用することに気付かせ
課 成す る。 い る 。 る 。

題 .評 価 、 O個 人の技能や集団の技能などを的確に把握 し、その技能の習熟に応じた作戦を立ててい
の 学習の準備状況の自己評価 ・相互 る。 学習の ○個人やグループの課題を解決するために、技能や
設 評価を行う 〔技能〕 見通 し 練習の進め方についてグループごとに助言する。L」
定 O今 もっている技能を発揮 してゲームを行うことができる。

〔知識 ・理解〕 ○個人やグループが学習計画を進めやすいように,
O選択した種目の学習の進め方やルール、審判の方法について理解しているOL」 学習カー ドを活用するように助言する。

今もっている力で課題解決に向け練 学習の中での評価 1國1 形成的評価
学 習

ノート

活用方法
の指導

○学習資料を活用 し、自己やチームの課題が解決で
きるよう助言する。

習方法を工夫 しゲームを行う
F- r_i ○習熟度に応 じたルールを設定することにより、関

5 ○能力に応じたルールを工夫する。 練習方法やルールを工夫しながら自 課題解決に向けての合理的な練習 心や意欲が高まることに気付かせる。
己の課題解決を図ろうとしているL」 方法やルールの工夫L」
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○躁題解決に向けた練習内容を工夫
する。

○今もって いる力で まとめのゲーム
を行 う。

、

「 「

〔関心 ・意欲 ・態度〕
Oル ールを工夫して勝敗を競い合う球技の楽しさや喜びを味わおうとしている。
〔思考 ・判断〕
○ゲームの中からチームや自分の課題を明らかにし、その課題解決を図っている。
〔技能〕
O今 もっている力を発揮 してゲームを行うことができる。

評価
かド

課題設定 ○現在の自己やチームの力を把握 してゲームに生か
し、ゲームを通して次の課題を発見していくこと
により充実 した練習になることに気付かせる。

○自己やチームの力を把握 し、力に合った課題を設定す
ることが上達につながることを気付かせる。

ら カ

で
学

〔知識 ・理解〕O合
理的な練習の仕方を理解 し、知識を身に付けている。

○ルールを理解し、審判をしている。

活用方法
の指導

○学習カー ドを活用して、自己やチームの課題解決
を図るとともに、学習計画に沿って練習を進めるL」 よ う助 言す る。習

学 い す
活用方法る

学習を振 り返 り成果の確認をし学習 〔囎 成勅 ら学酬 画を見直して・る〕苦置縮 ト〔縮 成果の把握と学習渤 の見直し〕 チーム

か ド

の指導
○自己評価カー ドを活用 して、学習の状況を適切に振

り返 り,個 人やグループの課題達成度を把握で
きるようチェックカー ドを活用 させる。計画を見直す

8 カ ー ド
課題設定 ○自己やチームの高まった力を把握し、課題設定がq

できるよう資料の活用を促す。F「
習

○自己とチームの能力を把握 し、学
習計画を見直す。

〔関心 ・意欲 ・態度〕
Oチ ー ム におけ る自己の 役割 を自覚 し、ゲー ムに生 かそ う と して いる。 学習 学習の ○ゲームを振り返 り、高まった力で個人やグループ
〔思考 ・判断〕 ノート 見通 し の学習課題 を設定し、課題解決に向けての学習計

画を学習カー ドに記入するよう説明する。.評 価 、 Oゲ ームか ら生じる新たな課題を明らかにし、その解決を図っている。
今まで学習 してきたカを4観 点別 〔技 能〕
に自己評価 ・相互評価する O自 己の力やチームの力を高めるための練習を行うことができる。 活用場面 ○自己評価 ・相互評価の場面を設定して、自己やチ

」 ∠ の工夫 一 ムの 力の把握 に活 用 させる。u 〔知識 ・理解〕
○合理的な練習の仕方を理解し、知識を身に付けている。
Oル ールを理解し、審判をしている。 評価 評価 カ ー ○自己やチームの今の力を把握するために評価カーL」 ドの活用 を促す 。カード ド

高まった力に応じた練習 とゲーム展 学習の中での評価 1匿 ヨ 形成的評価
学 習

ノート

課題設定 ○自己の高まった能力を把握し、それを高める纏習
の工夫とゲームに向けて学習資料の活用を助言す
るとともに、高まった力に適 した課題設定ができ開を工夫する
るよう資料の活用を促す。ね r「 ド 「

高 高まった力で練習やゲームを工夫 して 高まった力に応 じた学習方法やゲーム
ま いる の工夫

Lj L」9

ら 1,一

○新たな学習計画に沿って高まった
力に応じた練習やゲームを行う。 チーム 活 用方 法 ○学習資料を活用 して、チームの特色を生か したゲ

力

「 「

〔関心 ・意欲 ・態度〕 か ド の指導 一ム展 開 をす るため に 、チー ムー 人一 人の習熟 度

io で ○チームの特色を生か したゲーム展 ○チームにおける自分の役割を自覚して責任を果たしたり、教え合ったりして互いに協 を把握するよう助言す る。

学
い 習

開 を工夫す る。 力 しなが ら進ん で練習 しよ う としてい る。

〔思考 ・判断 〕 ○高まった力による課題解決に向けて、学習資料の

ii 1す ○ゲームの運営方法を習得する。 ○ゲームか ら新たな課題を見つけ、技能向上に伴 う作戦を立てている。 活用 を促す 。
1る 〔技能 〕

a ○チームや自己の能力に応じた課題の練習やゲームを通して、個人的技能や集団的技能 評価
を高め る ことが でき る。 カード

〔知識 ・理解 〕

○高まった力による集団的技能の構造を理解している。 ●
○競技の運営方法及びルールや審判の行い方を理解している。

LJ

課題設定 ○今までの学習の成果 を把握し、それらを生かした

今まで行ってきた学習活動のまとめ まとめの評価 学習 ノー ト 総括的評価 、

学 習

ノート 課題設定ができるよう資料の活用を促す。
を し、成 果 を確 認す る 自己評価 カ

ー ド
「 「 「 、

学習成果の発揮 と把握及び今後の自 学習 学習の ○個人やチームの学習の成果を、チェック表を活用学 これまでの学習の成果を発揮 してゲー
12 ○学習成果を発揮してゲームを行 う。 ムを行う 己課題の把握 /一 ト 見通 し して把握 し、ゲー ム に生かす よ う助言す る。L」 J

習
ま

成
「

〔関 心 ・意 欲 ・態 度〕 活 用 方法 ○学習の習熟の程度を把握し、課題を明確 にして次
健康や安全に留意して練習やゲームを の指導 の学習に生かせるように、評価カー ドの活用方法

と 果
評 価 ・,

謙 芒魁瑠馨塑
○ ルール を守 り球技 の楽 しさを味 わ うと ともに、

しよ うと して い る。
〔思考 ・判 断〕

につ いて説 明す る。

の O相 手チームの力を的確に把握し、その技能の程度に応じた作戦を立てている。
め ○学習成果と今後の課題を確認する。 〔技 能〕 活 用 場面 ○自己評価や相互評価を自己やチームの力の把握 に

13 発 ○ 自分の 技能 を発揮 し、ゲー ム を行 うこ とが でき る。 の工夫 活用 させ る。

○ スキルテ ス トを行 う。 ○ゲームにおいて作戦に応じた動きをすることができる。
表 〔知 識 ・理 解〕

O選 択 した種目の特性や学習の進め方、集団的な技術や個 人的な技能の内容、合理的な 評価 評 価 カ ー ○ 自己評価カー ドを活用 して、学習の状況を適切に
練習の仕方、練習計画の立て方を理解 している。 カード ド 振り返れるように声がけをする。

○競技の運営方法及びルールや審判の行い方を理解 している。
、 '
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(3)球 技 の 学 習 指 導 計 画 例(13時 間 中 の7時 間 目)

① 学習のねらい○ 自
己の学習状況を把握 し、課題解決に向けた練習を工夫することができる。

○工夫 したルールでゲームを行い、運動する楽 しさを味わうとともに、互いに協力して学習を進めることができる。

段

階

は

じ

め

な

か

ま

と

め

生 徒 の 学 習 内 容 教 師 の 指 導 内 容

学習活動
評価の観点の明確化への支援の工夫

生後の評価活動 学習教材 教師の評価活動

学習の準備状況として前時を振 り返り、本時
の学習活動に対する興味 ・関心を高める

○前時の学習を振り返 り,課 題の達成度を把握
する。

○本時の学習内容を確認する。

○本時における自己やチームの課題を明確 にす
る。

今 もっている力を活用 し、チームや自己の課
題解決 に向けて学習計画に沿った練習やゲー
ムを行う

○ 種 目別 ・チ ー ム別 に分 かれ て,チ ー ムや 自己
の課題 解決 に向 けて練 習 を行 う。

○お互いに工夫したルールの中で、ゲームを行
い、本時の練習の成果や新たな課題を把握す
る。

本時の学習活動のまとめをし、学習成果の確
認と新たに生じた課題の確認をする

○本時の学習を振 り返 り、学習成果の確認や課
題の達成度を把握する。

自己評価 ・相互評価

○新たに生じた課題を確認 し次回に生かす。

はじめの評価

〔本渤 轄 内容・緬 を競 する 〕

学習 ノー トピデオ 診断的評価

学習の準備状況の把握

〔関心 ・意欲 ・態度〕
O前 時を振 り返りルールを工夫 してゲームの楽 しさや喜びを味わおうとしている。
〔思考 ・判断〕
Oチ ームや自己の能力に適 した課題を設定 している。
O今 もっている技能を的確に把握 している。
〔知識 ・理解〕
O学 習の進め方や個人的な技能、練習の仕方を理解している。

学習の中での評価 團 形成的評価

圃 鰍 に向けた学習活動をしている〕 〔舗 解決に向けた囎 やルールの工夫〕

〔関心 ・意欲 ・態度〕
○チームにおける自己の役割を自覚 し責任を果たすとともに、互いに協力しなが ら進んで
学習しようとしている。

○ルールを守 り審判の判定や指示に従い勝敗や結果を受け入れようとしている。〔思考
・判断〕

O自 己の技能に応じた作戦を立てゲームをしている。
Oゲ ームの中から自己の役割を明らかにし、責任を果た している。
〔技能〕
0今 もっている技能を発揮 して練習やゲームを行 うことができる。
〔知識 ・理解〕
0集 団的な技能や個人的な技能を高める練習の方法を理解している。
Oル ールや審判の仕方 を理解 している。

まとめの評価

ド コ

本時を振 り返 り、自己の学習成果を適
切に把握することができる

学習 ノー ト
実技 ノー ト

総括的評価

学習成果の把握 と次回の課題の確認

瀦熱

習
ト

学
ハ

価
ド

評
か

習
ト

学
み

学習ノ
ート

一ル

ド

・

・

層

ク

フ

カ
ー

〔関心 ・意欲 ・態度〕
O本 時の学習を振り返 り、自己の学習状況を正確に把握 しようとしている。
〔思考 ・判断〕
○ゲームから生じるチームや 自己の新たな課題 を明らかにし、その解決を図っている。
O技 能の向上に伴う新たな作戦を立てている。
〔技能〕
O今 もっている力で練習やルールを工夫 してゲームを楽 しむ ことができる。
〔知識 ・理解〕
○新たな課題解決にむけての合理的な練習の仕方や、練習計画の立て方を理解している。

評 価
カード

学習計画の作成及び振 り返 り活動への支援の工夫

学習の
見通 し

課題設定

活用方法
の指導

活用方法
の指導

課題把握

双方向の
評価

活用方法
の指導

活用場面
の支援

評価 カード

○前時を振 り返り、学習の進め方に見通 しが
もてるよう学習 ノー トを活用 し、本時の学
習内容を計画表にもとついて確認するよう
促す。

○チームや 自己の課題 を明確 にして、練習に
取 り組めるよう評価カー ドを確認させる。

○学習資料を活用 して前時 を振 り返 り、自己
の技能を把握させる。

○学習カー ドを活用 して、チームの課題解決
に向けての練習方法を工夫させる。

○学習教材を活用して、チームや個人の課題
解決に向けて合理的に練習が行われるよう
にする。

○学習教材を活用 して 自己やチームの学習状
況を把握 し、チームの技能に応 じた作戦を
立てられるよう助言する。

○学習教材を使 って、今もっている自己やチ
ームの能力を把握させる。

○練習やゲームを通 して、新たに生じてくる
課題を把握するよう助言する。

○練習やゲームを通 してお互いに評価 をしあ
い、互いの能力を把握するよう助言す る。

○評価カー ドを活用 し自己の学習成果 を把握す
るとともに、習熟の程度が理解できるよ

う助言する。

○グループカー ドを使って グループの学習成
果を把握 し、次回の活動に生かせるよう助
言する。

○ 自己やチームの学習成果の確認をするため
に自己評価 ・相互評価活動の場面を設定す
る。

○ 自己評価カー ドを活用 して本時の学習状況
を振 り返 り、新たに生じた課題を次回に解
決するためまとめておくよう助言する。

○自己評価カー ドを活用 して、本時 を適切に
振 り返れるように声がけをする。

② 本時の評価
○本時の学習を振 り返 り、自己やチームの能力を把握することができたか。
○課題解決に向けて意欲的に資料等の活用をすることができたか。○今

もっている力でルールを工夫してゲームを楽しむことかできたか。



(4)学 習 資 料 例
○ 毎 時 間 ご との 学 習 カ ー ド一 ○評価 を取 り入れ た学習計画表

体1■■「築 技 学 己碧言十圃 哀 (球 技)

毎 曽a掌 饗o紐 繊(1璽 己騨鮪・匿酔一ム炉伽)
.

1嘲 隔面 a亀 昌 榊
一

零
璋
Q
丙審

顎笹蹴L㊨ 一角己

輝

茜 騰 蘂Iitt-一 一r_5-3-3-2
r_5-3-3-2≡ 押

一4

5-3-3-2-1
5-3-3-2-1

恩爆像こ
価

9曹

肩 昌 曜日 槻1一 胴 →闘
s・・a噂 撒1b.捉 顧 整雪.,. 口'… 量51

国

..,

鱈
直停

魔

目禰 図[磁 卿躍.
睾 難 ・}..唄 転山翻 瞠...畠

自 一 .荊昌芦㎜ ℃

袈孔シーフ琴、1筆、i箪
トス5-4-3-2-1

アタシク5-4-s-z-1
ブコシクJ-4-3-2-1
引 ■5-4-3-2-i

輝
価

t

匿」 肋レてrs

'賃 嘗彗=著軒"

険3=4;重 ニゼ∴T'幽闘睨62
つ目の醐酔腸

轡

周 昌 孕8 陰略 口nレ ー翼一樹0謄 つけ●
1

四
2辱 」僧 」・・雷《蝕 量 ユ,

日擢
自
己.
距噛

e

図 轍 輸臨聯咤
匪躍 『 『　

「

屠臓 し∈稼轍2
馴口戸蜘 壁

・
4.塁考 斗 ・

5-4-3-2-1

鱈
壷
蝕醸

朝
ナ ブ5耳 互製 二11'
づ一プしシープ5-4-3-2-1
トス5-4-3-2-1

アg.,ク5-4-3-2-1
フ]シ クS-4-5-2-1
弔■Sr4-5-2-f

巨コ ■電」沢冒賦
64げ で8紀 萎5-4--7-1'

s-4--3-i_.
脅目の願⊃鋼■

轡
翻簡 直 励83B鱒1棚1

S『皿 躍 旧"鵡 網・-a:z… 冊 腫11…目監■

白画
脚 レセ囑u励騰 直
ぴ融5-d-3-2-" 糠

琶

齢冨

O

v

:S

20
x i構

己

算
価

曹曹冒

国

o舶9¢a■ 匿憲捲つこ

長噌」 餓 塁…二4ゴ 亀二a二 二.
,0く 適し亀縁■r匿
肇立てるこζゴで6記a-4-3-2-'
,一鵬 ■し祠!励唱庖
3.LO.a;M6K篤432'

置 1》》

糧 目 名
。 ボ ー ノレ

年 鮒 書 氏 名 午4フ テン
年 組 番 氏 名 用 貝
年 尉 醤 氏 名 記 嫌
年 囲 罷 氏 名 箏智
年 網 書 氏 名 マ 溶 一 ジ ヤ ー
年 組 雷 氏 名 用具

[年 組 旨 氏 名 攣署

- 学1■ 田十固町

時 闘 宴 旛 日 学 置 齢 贋 学 賛駅 璽鳴鍾

1謄 闇 目 月 日 〔[ *4Sンf一 シ5ン裡融mlζ 、幽分OY63tt温 ●●

2轄 闘 目 月.臼ll 自 ・紀 ・款 帥
3謄 ■ 日 月 日1[

偉麟 κ翼ケ》卜煮騨膳oA● 鷺 苧騨ム 纏冒 ①
/fL一 煮一臨 ●A鍾-串 一ム糎 雪 ① 自 ・指 。曲旛

、鑑蟹.:鱈.自 ..鳳.・ 識 羅翫癒自ヒi崩
5睦 凹 目 月 日ll

'

r
a
r
b

亨

【 簑習[ 白 ・櫓 ・麹働

6路 闘 目 昌 日ll
Lr
.

14

,し
で

櫨■1 自 ・組 ・鎮躰

7暗 闘目 月 日1,
帆

薯
葛
)

観 ■ 盧 自 卜組 ・取願

.麟鰹繊 …懲.:….≒....:...., 際鷹…繋.際薫i懇麟:

9● 翻 爵 月 日1, nξ

r

纏■翼 自 ・紹 ・醸 胸

10囎 闇回 月 日1, 裂

鵡
L
i

蓉

纏 冒 ■ 自 ・胴 ・取 脚

月 時闘目 月 日[[
t

u
口冒= 白 ・ね ・款削

==鳳B.蕪..} 膿驚….嬉想嚇無iあ濡 スキルチスト
己こ・ac1禰 り露娼鍾`繍 ■ZM-6響 魯う

騰鞍①轡湘

,3囎 闇 目 月 日lI 金 体の ま とめ 【霞 点別 評価'ア ンケ ー ト嬉懇 】 白 ・掴 ・稼胸

○技能 の習熟度 チェ ック
バ レー ポー ル 側 人 チ ェ ッ ク リス ト

○ ル ー ル の 工 夫(毎 時 間 ご と の活 動 を 評 価 す る)
パ レ ー ポ ー ル 学 習 補 肋 カ ー ド

ル ー ル の 工 夫(で きたこと、便りたル叫 にO印 を付けよう)

時聞
チrrリ ク珊口

2時
間日

5時
闇目

6時
闇口

了 時
闇日

8脇
闇日

9時 lo瞳

間 日

摂醸 3時 聞
日

ル ー,レ 内 」■匡 2曙 3隠SN BM 7囎 9p 10開 11N
問日

【2碍
間 目閻日 聞凹 闇画聞回問目聞唇問目問目

0
人
前
披
讐

rc

ス

ポールの落下点に移動し,
爪一ルをこらえることがで
8る.

チームの人搬 1チ ームO人 でフレーva

r胃点 ・扁販 つリー爪イン ト制で
25点.

絹手に 声をかn.ね らっ
たζ襲ろにパスし刃∋、る、一ねら…∫だどご虻 ドヌじ

て
いる.

ジュースの爆臼は2点 懸が
つくまで

さらに開帽!ラ 州剛を便う
書料 署料をつける,

行い方農攣層可る
ローテ ーシヨン サーごス擢琶帽たと8フ レ イ

ヤーが時計呵りにひとつ

ス
パ
イ
ク

ジャンプをして
打つことzrでaる.

ワービスの)1一騨 ホシション琶こる
サ ビスが帽歩のコートに

入らない

歴高点でポールを葦」ち.
相季のコートに入る.

フットフォール ト エンドライン憂踏んだり
踏み越したりする

午ヤツテm一 ル 一9fBgCfi一 ル琶馴止さ甘 面 .
爪 一ルを明糠に打rAい

プ
ロ

,
ク

絹手の酌8に あわせて
潔畢く7vン ブし,

蕪 出瓢 ζ鋸 顯,...

稲手にあわせてジ?ン ブ
し、タイミングよく爪一ル
を卿さえてHb.

9フ ルコンタク ト 『人の7レ ーマー凋 らか 二
運絹して2回 以上

m一 ル に&れ る

著F監 騨4香 藷 動 c
フオアヒシト 耶一ル量賜夢コ ト隆逼1「晒でに

り 至r'」 一ド1包

■

圃鍵 ち』匪 凸 董
国 唱 ・ .A監 挿高

A H C ●6 rs o己 圏■
121

● 己

●匿 嘘
σ 盈

サ
i
ブ

∬ろや$41tこ ろにポール
をトスし.mをxaく 振り.
爪一ルのφ⑲を手のひらで
灯っている.

闘

章
薮

・

謹

椰

oooo「

慶 駈

.o瞳 一 曜

費 含

..一.一
・6

1ド ・ カ,

sxe

閉墨郡;Q° 罐置霊語 蹴

3♪」,
障 臼 四開属・冒1_r田 罵u..
しb弓

樋 。.9.。 瓢 一 冒 隔 【.隅 曜 罵 。 嘔 嘱
い

,す んa雷o.卿 ヴけ亀ビ な"9 BO.卿 づけaピ ■得,Lい 禍 7す ん可零賃."⇔ け融ピr℃ 魏紐
w

●量 帰Aセ 角9に 賦,ヒ ヒも に,
●働 ②鱈 噛h費 倉 尾属 セつ.伶℃."
,」Lよ.0.thiri9
9■ 〇一 員ヒし ℃.■ 蛋記貯9,
るこヒr℃ 腫弓

BY4.clr乃L璽QY3Y4ib'∫
ヒ勝DしLしD弓

,分 や榑聞 のB費 に隅Oo腰="
DしLい る

鱒 色魔.異噌つ触 ▼tl尋gr弓 こしμ
竃亀な い

稻手コートに入れることが
できる.

働■ の'員tし τ鋒or弓 こと 炉
9聰a

rcr・7ra-rm.の 、-elr`V".乃

亀■ 〇一餉 ■畠るこ ヒ曹o僧 しマ骨
●して い亀」1

冨ガじ聖-臨 τtv象 、・

1黒
判断

一 騨

謄,一,一
工 鳥

.=「 ▼7-8L"〃 冨 咽 騨 レ,帆 り

9」 駐 童」【=_-DA
,一 ▲MD人n● カ に 曜 じ 薩 騨8

に 向 謄.=飛L℃ 鍮9椎

h唱 ム"■ 匿a

「5「 一!」 層r賜u■ 帆 叩 騨 一巳冨 一

工」塾 」」看

集

団

爵

披

麓

レ
シ

iブ

稻手のヂ ームのサーブ、
スκ イク をレシーブ し、

自分のチ_zの

攻撃にっなげて㌔・る.

帆 切 ロ 暉 ▼ 邑 し0-`擢 騒 冨 闇 ●1

二真 して緩響 辱ケーム鍾a魯 愚
二鳥 しL籔-愉a層 ム含 ず弓 ニヒ9
可竃融 い

湿
重
櫨

霞 響

一・Y-一
庵Pρ

● 曽

いろいろ 駐a口 のロ縄」79ヒ 咀魑
レエL㌧a

いろ勧る耽鎮 脚●咀値しLい る 鰍 ■,9陰 電」暉しマいない

5`働 ●w飾 一 ル 駐 題 鐸 しLし ・る ル ーRf艦 値 しLいa ルーん 曹聰逼ゴLSい 亀い

n
ス
攻
撃

.

声をかけ.
ボールをつなざ、
福手チームに
パスで攻撃してea.

づ
ま
i

り 一y aら うeヒ=ろ へrて 弓 絢 ■コー トに入nる こと"冠oa 鱒 覇 コ 噛 卜 虻 λ も 畦 」、

パ λ
レンー
ノ
テー3

チ ～a一

良,rヒ リ リ▽ い嘱一 ル魯`サ=
ヒ鹸¶ 薩る

験,仁"一 ルむ`7ニ ヒ"℃ 馨a 9ur魔 醒 一 ゐ 曹 理7ニ ヒ μau鞍 い

少,ン7し ℃,イxン ケ よ《R,

蟻 熱 鵠 脚 万紺 尉.∵
レ シ ー ブ,ア,,ウra● 愚

ジ ●ン7し τprつ こヒ"-驚 弓

、-oτ 胃 ℃M写5τ 下幽に一srn.
λ.レ シー7炉 遷竃a.

網 事 コ ー ト 竃 胃 つ ニ ヒ"a塵 融 い

flr`陶 一噸1r撃 『ゴ こ 下 ℃-r,-YE-K
つ 蹴"る 四 瓦.レ シ ー7"a曜 毎 い

3
葭
攻
撃

1

声をかけレシーブ、
トスとボールをっなぎ、
稲手チームに
xnイ クで攻撃している.

.<

ケ

茉
ポ
1

ル

γA
一 ト

り 一 ム ● に シ ュ ー ト む 爵 ■ 卿 に 阿
つ ニ ヒ2ρ ℃ 嘘 る

ゲ ー ムo信 シ ュ ー トrRL弓 ヴ ー ム ウ に シ ユ ー トr胃 て 鞍 い

パ 箕

「,
ブル

シ ュ ー ト に,堰9る パ 瓦r燈 慶 看 "",一 ムに カ7ト さ 匹駿いパ ス

one_至
鱒6に カ,卜a馬28竃 属,邑 弓 駿 い

ト リ プ ルa■"管 緯 《 ニ ヒ μv●

}

ド リ ツ ル 竃 瓢 卿 齢 ■ 竃 弓 讐 ⑳o司 ト リ7ル μ-■ 駈 い

N一f 多 一 ムn律 験 と 脚5に 曜 し 隆r歴 墜

炉n塵 ろ

チ}▲o膠 験 に 曜 し 慶 響予 卿 炉 η 竃

ろ

,一 ▲O檸 験 ビ 勘 り に ● く こ ヒ 解a

鞍 い

t,;歪 鱗 昌…3登 鞭 翠融 さ
貯うニヒ解■魏弓

f-6ARW
.---1,r鷲 渉 誓露'J7 鈷 畜酵 総 ヂ紺'遅 ♂、や・

○ 学 習 の 区 切 りで使 用 す る(学 習 の 理 解 や 習 熟 の状 況 を把 握 す る)
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(5)実 証授業のま とめ と考 察(○ は成果、●は課題)

① 結 果

学習計画作成の支援 自己評価の観点の明確化 振 り返 り活動への支援

計画開始の活動 自己の活動の確認 振り返 り内容の確認

○作成 されている学習計画 ○準備や計画の段 階か ら、 ○ 自己評価が振 り返 りの活
は 表 によ り、前 回 の時間 の お互いに個人の目標やグ 動 を促 し、学習 すべ き こ

反省 と本時の活動の目標 ループの取 り組み方 を確 とや各 自の役割 を明確 に

じ が明確 になった。 認 し合 うことで、 目標や す る ので、学習 活動 がス

●班や選択種 目に適 したウ ね らいがよ り明確 にな り ムー ズに開始 された。

め オー ミ ン グ ア ッ プ 、 ク ー 意欲的に授業に臨むこと ●教師はあらか じめ各班の
ル ダウ ンの計 画 も取 り入 につ なが った 。 行 動予定 を把握 し、学 習

れ る 。
卜

●授業の開始などもグルー
プごとに計画 した予定で

活 動 の充 実 と効 率化 を図

る。

始めることが大 切であ る。

計画した行動の実践 自己の活動の実践 活動の中の娠り返 りの確認

○あらかじめ学習計画が確 ○自己評価や相互評価を実 ○評価活動の結果か ら生徒

認 されて いるた め、練習 施することによ り、その は、技能 の ア ドバイ スポ

や ルール の工夫 な どの学 時間の練習や試合におけ 一 ドを班 ご とに確認 して

習活動がスムーズに実践 る各個人の意識が高 ま り、 練 習 の参考 に して いた。

な され た 。 考えて行動している生徒 また 、ル ール の工夫 の場

●班 ごとに、 自分 たち の計 が 増 え た。 面 にお いて も全 員 でルー

画に沿って練習を進めて ●学習課題の達成やつまず ル を確 認す る ことによ り

はいたが 、練 習 の 目的や きへの支援 を図るために
、

共通理解が図れ、効果が

か 動 き方 にア ドバイ ス を し 教師は学習の場面に応 じ 大 き か っ た。

た り、資料 の見直 しを さ た的確 な指導 ・助言 を行 ●学習の振 り返 りを効果的
せ るな どの指 導 ・助言 を う 。 にす るため に、学習 資料

行 う。 を学習のはじめだけでは

な く、途 中に も活用 す る

よう指導 ・助言 を行 う。

計画の確認 自己の活動の確認 振 り返 りの活動
○授業後の生徒の評価の中 ○本時の授業内容に合った ○前回の学習状況 との比較

ま に、 「班 ごと の練 習 や作 観点 を示す ことで、自己 を通 して、仲 間 との協 力

戦の工夫 によ り、 自分 な の意欲、技能の向上等 に や技能の上達度等を的確

と りの喜びや達成感 を味わ ついて 自分 を見つめ直す に把握す る ことができた。

うことが できた」 とい う こ とが で きた 。 ○ 評価活 動 を通 して 、生徒

め 感 想が多 かった ことは、 ○次回の学習への意欲付に の率直な意見や感想 を聞

生徒が主体的に学習に取 つ な が った 。 くこ とがで き、教師 と生

り組む授業形態は意欲の ●自己評価活動に取 り組む 徒 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

向上に有効であった。 ための時間の確保等の工 の充実 を図 る とともに、

夫 を図 る。 学習改善 に役立った。

② 考 察

○生徒 は学習計画 の作成や 自己評価活動 をす る ことによ り、個人の 目標や課題が明確 に

な り、意欲 をもち主体的に行動するようになった。

○ 自己評価 が個 人や グループの能力 にあわせてで きるよ うに作成 されているため、学習

の進展や技能 の向上の様子がよ くわか るよ うにな った。

●運動量 と自己評価活動の時間をよ り適切 に配分す ることを検討する。

●技能 をよ り向上 させるためには、 自分 自身で解決する ことのできる資料の工夫やティ
ームテ ィーチング等がよ り効果 を上げると考 える。
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6自 己解価活動 と学習活動 との関連

(1)自 己評価活動 を効果的 に行 うための学習教材の考 え方

自己評価活動 を効果的 に行 うためには、生徒が自己評価 の意義 を理解 し、評価方法 を把

握できる ことが必要である。そのためには、教師の支援 として 、主体的 に学習活動 を行 う

ことのできる学習教材 の工夫が重要 とな る。

学習教材を作成するに当た っては、①学習の様 々な場面に適 した 内容であ ること,② 興

味や関心が もて、意欲が高 まる内容 である こと、③簡 易で活用 しやす い内容で あること、

等 を考慮 しなけれ ばな らな い。

(2)評 価 場面 と学習教材の関連 について

診
断
白勺
評
価

学習 に先立 って教師 と生徒が行 う評価である。生徒 が どのよ うな欲求や能力、

適性 をもって いるのか等 を把握す るため に行い、生徒 は 自分の適 性や能力 をよ り

生かす ことのできる課題や学習計画 を設定す ることができるようになる。

評 価 項 目 学 習 教 材
①学習内容 ・進め方の把握 学 習 ノー ト、 資 料

② 知識 ・技能 の確認 ア ン ケー ト ・試 しの ゲー ム

③ 学習内容 につ いての興味 ・関心 学 習 ノー ト、 資 料

④評価活動の意義 ・方法の理解 ア ン ケー ト

⑤課題の設定 学 習 ノー ト、 資 料

⑥ グループの編成 学 習 ノー ト、 ア ンケ ー ト

⑦学習計画の立案 学 習 ノー ト、 ア ンケ ー ト

形
成
白勺
評
価

生徒 が 自分 の選 んだ課題 を主体的 に学習 してい く中で、学習内容の習得状況 を

把握す るために教師 と生徒が行 うもので ある。その ことによ り、学習状況 に対す

る教 師 と生徒 の理解が深 ま り、 よ り興味 をもって意欲 的 に活動で きるようになる

とともに、学習内容に対す る理解 も深 まるよ うにな る。

評 価 項 目 学 習 教 材
①課題解決に向けての活動 学習 ノー ト、 資 料

②学習活動の振 り返り 自己評価表(毎 時間)

③ グループ内での相互評価 相互評価表

④課題の見直し 学 習 ノー ト、 資 料

⑤学習計画の見直し 学 習 ノー ト、 資 料

⑥学習方法の見直し 学 習 ノー ト、 資 料

⑦ グループ間での相互評価 相互評価表

⑧学習内容の補充 学 習 ノー ト、 資 料

総
括
的
評
価

課題 を達成 した時に、それ までの学習 の伸びを確かめるために行 うものである。

生徒は 自己の学習状況 を正 しく判断 し、次回に生かす ことができるよ うにな る。

言平 価 項 目 学 習 教 材
①学習活動のまとめ 学 習 ノー ト、資 料

②興 味 ・関心の高ま り 学 習 ノー ト、 ア ン ケー ト

③思考 力 ・判断力の定着 学 習 ノー ト、 ア ン ケー ト

④技能の向上 学 習 ノー ト、テ ス ト

⑤知識 ・理解の深 ま り 学 習 ノー ト、テ ス ト

⑥次回の学習活動への生かし方 学 習 ノー ト

⑦今後の生活への生かし方 学習 ノー ト

一23一



m研 究のまとめと今後の課題

「自己評価活動を行 うことによって、生徒 は自ら学習活動 を振 り返 り、新たな課題や 目標

をもって主体的 に学習活動 に取 り組 む学び方 を身 に付ける」 という考 えの もと、3つ の視点

か ら自己評価活動 を活用 した学び方 の支援の工夫を行 った結果、生徒 に様々な変容が見 られ

た。

1ま とめ

(1)学 習計画作成のための支援

① 課題 設定のための支援 の工夫につ いて、保健では、オ リエ ンテー ションや振 り返 りの

段階で、課題設定に向けた学習資料や評価カー ドを活用 し、体育では、試 しのゲームや

スキルチェックカー ドを活用 した。その結果、 自己の興味 ・関心や資質 ・能 力の高 ま り

とともに 自己理解 も深 ま り、課題発見や課題設定 に有効で あった。

② 生徒が導入でオ リエンテー ションカー ドを活用 した り、学習の途 中で、学習 ノー トや

学習資料 を活用 した ことは、学習活動 に見通 しをもち、主体的に学習 に取 り組む ことに

つながった。

(2)評 価の観点 の明確化

① 学習活動 の展開 に応 じて作成 した観点表 を用 いて 自己評価活動を実施 した結果、生徒

が自分の学習 の習熟の程度 を確認す ることで、学習活動 の目的やね らいをよ り明確 にも

つ ことができた。

② 学習の習熟 の程度 を確 認す る評価 カー ドの工夫 について は、4観 点 に基づいた評価カ
ー ドを作成 し活用 した。そ のことによ り学習 の達成状況 につ いての 自己理解 が図れ 、能

力の伸長 とともに、学習活動 に対す る意欲や、難 しい課題 につ いて も克服 しよ うとす る

態度が育成 された。

③ 学習状況 の気付きや成果 を確認す る双方向の評価 カー ドの工夫については、評価活動

の中に相互評価 を積極的に取 り入れ ることで、他者の意見や ア ドバイ スを積極 的に聞き

入れ ようとす る態度が育成 され、 自分の課題への気付きや互 いの良さを認め合 い、高め

合おうとす る ことにつながった。

(3)振 り返 り活動

① 評価場面の設定 については、単元や一単位時 間の区切 りに学習 を振 り返 る場面を設定

す る ことで、目的や到達度が確認できるとともに、次の学習活動に向けての課題意識 と

意欲 を明確 にもたせ ることがで きた。

② 活用方法 の指導 については、評価 カー ドや学習教材の活用 の仕方 を、個 に応 じて丁寧

に支援する ことで、的確 で効率的な評価活動がで きるよ うにな った。

③ 学習教材 の工夫 については、学習 の目的やね らい、学習 の展開や技能の習熟等 に応 じ

た学習教材 を活用する ことで、意欲や 自己理解 の高 まりとともに、 自己評価能力の育成

に有効であった。

2今 後の課題

(1)学 習計画 の作成や課題設定及び学習の見通 しをもたせ るための学習資料の活用 に多 く

の時間が費や され るため、生徒がわか りやす く、効率的に取 り組める教材のさ らなる工

夫が必要 と考 え られる。

(2)評 価の観点 につ いて、生徒 に具体 的でわか りやすい言葉で提示す る必要がある。

(3)振 り返 りの場面 において、生徒一 人一人に対す る教師 の適切なア ドバイスが有効であ

るので、生徒 を伸ばす助 言の工夫が必要である。

(4)よ り充実 した授業 とす るため、テ ィームティーチ ングも有効な方法で ある と考 える。
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